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二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
、
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
日
本
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
わ
り
、
特
に
一 

九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
歴
史

を
紹
介
す
る
特
別
展
示
を
企
画
し
た
。
当
初
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
に
合

わ
せ
て
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り
、
七
月
一 

二
日
か
ら
臨
時
休
館
と
な
っ
た
た
め
、
急
遽
、
展
示
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
一
〇
月
一
一
日

～
翌
年
一
月
二
六
日
の
期
間
、
別
館
展
示
室
で
特
別
展
示
を
開
催
し
た
。

本
特
別
展
示
の
展
示
史
料
解
説
は
以
下
の
通
り
。
ま
た
、
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
過
去
の
特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」
で
も
、
展
示

内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。

○
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
過
去
の

特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」

�http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/

m
ofaj/annai/honsho/

shiryo/archive.htm
l 

#section3

特
別
展
示

「
外
交
史
料
に
み
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

「
外
交
史
料
に
み
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」〈
展
示
史
料
解
説
〉

は
じ
め
に

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
夏
、
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
の
は
一
九
六
四
（
昭

和
三
九
）
年
以
来
五
七
年
ぶ
り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
、
戦
前
期
か
ら
日
本
人
の
夢
で
し
た
。
本
展

示
で
は
、
一
九
世
紀
末
に
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以

降
の
日
本
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
わ
り
、
特
に
一
九
六
四
年
に
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
歴
史
を
、
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
を
通
し
て
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

本
展
示
に
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
国
際
交
流
、
平
和
構
築
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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Ⅰ　

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
出
会
い

　

§
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
四
月
、
ギ
リ
シ
ャ
の
首
都
ア
テ
ネ
で
第
一
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
続
く
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
第
一
回

大
会
を
実
現
さ
せ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
で

し
た
。
普
仏
戦
争
（
一
八
七
〇
年
～
七
一
年
）
に
敗
れ
て
沈
滞
ム
ー
ド
が
蔓
延
し

て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
世
界
各
国
の

教
育
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
学

生
た
ち
が
積
極
的
、
か
つ
紳
士
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
発
掘
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ア
遺
跡
に
も
刺
激
を
受
け
、
ス

ポ
ー
ツ
教
育
の
理
想
形
と
し
て
「
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
近
代
に
お
け
る
復
活
」、

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
に
よ
る
世
界
平
和
の
実
現
を
思
い
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

う
し
て
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
、
パ
リ
の
万
国
博
覧
会
に
際
し
て
開

か
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
者
連
合
の
会
議
に
お
い
て
、
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
復
興
の
意
義
を
説
き
、
同
会
議
に
お
い
て
、
第
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

を
ア
テ
ネ
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

§
第
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大
会
と
の
関
わ
り

ア
テ
ネ
大
会
に
日
本
人
競
技
者
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
前
年
の
夏
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
陸
軍
か
ら
銃
器
を
出
展
し
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
い
う
依
頼
が

ギ
リ
シ
ャ
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
）。
第
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で 

は
、
射
撃
競
技
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
ギ
リ

シ
ャ
の
射
撃
委
員
会
が
、
各
国
の
様
々
な
銃
を
集
め
て
展
示
す
る
こ
と
を
企
画
し

た
た
め
で
す
。

こ
の
要
望
に
応
じ
、
陸
軍
省
は
、
村
田
連
発
銃
一
挺
、
擬
製
実
包
三
〇
発
を
出

展
し
ま
し
た
。
第
一
回
ア
テ
ネ
大
会
に
、
日
本
は
銃
器
の
出
展
と
い
う
形
で
関
わ

り
ま
し
た
。

展
示
史
料
一　

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
八
月
二
六
日

第
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大
会
と
日
本
の
関
わ
り

加
藤
高
明
（
か
と
う
・
た
か
あ
き
）
駐
英
公
使
か
ら
西
園
寺
公
望
（
さ
い
お
ん

じ
・
き
ん
も
ち
）
外
務
大
臣
臨
時
代
理
宛
の
公
信
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
銃
器
出

品
に
つ
き
、駐
英
ギ
リ
シ
ャ
公
使
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
す
。

　

§
嘉
納
治
五
郎
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
委
員
就
任

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
、
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
駐
日
フ
ラ
ン

ス
大
使
に
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
日
本
代
表
委
員
の
選
定

を
依
頼
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
大
使
は
、
講
道
館
柔
道
の
創
始
者
で
あ
り
東
京

高
等
師
範
学
校
（
現
在
の
筑
波
大
学
）
校
長
で
も
あ
る
嘉
納
治
五
郎
（
か
の
う
・

じ
ご
ろ
う
）
が
適
任
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
大
使
は
、

嘉
納
を
委
員
と
し
て
推
薦
し
て
も
構
わ
な
い
か
、
小
村
寿
太
郎
（
こ
む
ら
・
じ
ゅ

た
ろ
う
）
外
務
大
臣
宛
に
文
書
を
送
り
ま
し
た
（
展
示
史
料
二
）。
こ
れ
を
受
け
、



－ 183 －

特別展示「外交史料にみるオリンピック」について

外
務
省
は
文
部
省
に
も
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
上
で
、
差
し
支
え
な
い
旨
を
ジ
ェ

ラ
ー
ル
大
使
に
回
答
し
ま
し
た
。

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
嘉
納
は
日
本
人
初
（
ア
ジ
ア
人

と
し
て
も
初
）
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
史
料
二　

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
一
月
一
八
日

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
委
員
に
嘉
納
治
五
郎
推
薦
に
つ
き
照
会

嘉
納
を
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
推
薦
し
て
差
し
支
え
な
い
か
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
大
使
が
小

村
寿
太
郎
外
務
大
臣
に
照
会
し
た
文
書
で
す
。

　

§
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
初
参
加

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
日
本
の
参
加
を
嘉
納
に
勧
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
嘉
納
は

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
国
民
体
育
の
普
及
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
を

担
う
組
織
と
し
て
大
日
本
体
育
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
、
三
島
弥

彦
（
み
し
ま
・
や
ひ
こ
）、
金
栗
四
三
（
か
な
く
り
・
し
そ
う
）
の
二
名
が
日
本

人
選
手
と
し
て
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。

短
距
離
の
三
島
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
予
選
最
下
位
、
四
〇 

〇
メ
ー
ト
ル
は
予
選
通
過
し
た
も
の
の
疲
労
の
た
め
準
決
勝
を
棄
権
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
金
栗
は
日
射
病
の
た
め
倒
れ
て
し
ま
い
、
意
識
が

戻
っ
た
時
に
は
す
で
に
レ
ー
ス
は
終
了
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、初
め
て
の
参
加
は
満
足
い
く
結
果
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
日
本
の
初
参
加
と
し
て
、
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま

し
た
。

嘉
納
は
次
の
大
会
に
備
え
て
、
国
内
で
陸
上
大
会
と
水
泳
大
会
を
開
催
し
、
日

本
人
選
手
の
実
力
を
上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年

の
大
会
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
九
二
〇
（
大
正

九
）
年
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会
で
は
、
テ
ニ
ス
競
技
で
初
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
（
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
熊
谷
一
弥
〔
く
ま
が
い
・
い
ち
や
〕、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
の
熊
谷
、
柏
尾
誠
一
郎
〔
か
し
お
・
せ
い
い
ち
ろ
う
〕
が
獲
得
）。

展
示
史
料
四　

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
七
月
二
七
日

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
の
景
況
報
告

内
田
定
槌
（
う
ち
だ
・
さ
だ
つ
ち
）
駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
が
送
付
し
た
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
大
会
の
報
告
書
で
す
。
大
会
に
は
二
六
か
国
、
約
二
三
〇
〇
名
の
参
加

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
添
付
さ
れ
た
エ
ン
ト
リ
ー
表
に
は
、
日

本
人
二
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

§
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
外
交
官

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
の
パ
リ
大
会
に
は
、
当
時
、
駐
英
大
使
館
に
勤
務

し
て
い
た
岡
崎
勝
男
（
お
か
ざ
き
・
か
つ
お
）
と
い
う
外
交
官
が
出
場
し
て
い
ま

す
。
岡
崎
は
、東
京
帝
国
大
学
在
学
中
か
ら
陸
上
競
技
で
好
成
績
を
残
し
て
お
り
、

外
務
省
入
省
後
も
極
東
選
手
権
競
技
大
会
等
に
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
、
予
選
第
一
組
で
二
位
と
い
う
成
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績
を
残
し
て
い
ま
す
。
同
大
会
に
一
緒
に
出
場
し
た
選
手
に
は
、
金
栗
四
三
や
一 

九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
会
で
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト

に
な
っ
た
三
段
跳
び
の
織
田
幹
雄
（
お
だ
・
み
き
お
）
が
い
ま
し
た
（
展
示
史
料

五
）。な

お
、岡
崎
は
そ
の
後
、外
交
官
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）
年
九
月
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
降
伏
文
書
調
印
式
に
は
重
光
葵
（
し
げ

み
つ
・
ま
も
る
）
外
務
大
臣
等
と

と
も
に
日
本
側
代
表
団
の
一
員
と

し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
か
ら

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
は

外
務
大
臣
を
務
め
ま
し
た
。

展
示
史
料
五　

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
四
月
一
四
日

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
外
交
官
岡
崎
勝
男

大
日
本
体
育
協
会
か
ら
外
務
省
情
報
部
宛
に
送
ら
れ
た
出
場
予
定
選
手
に
関
す

る
報
告
文
書
で
す
。
選
手
リ
ス
ト
に
は
、
岡
崎
の
他
、
金
栗
四
三
や
織
田
幹
雄
の

名
前
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

§
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
二
月
に
は
、
ス
イ
ス
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
第
二
回
と

な
る
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
ス
キ
ー
競
技
に
日
本
か
ら
六
人
の
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
日
本
の
初
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

展
示
史
料
七　

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
二
月

第
二
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

§
人
見
絹
枝
の
活
躍

ま
た
、
同
年
の
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
い
て
夏
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
人
見
絹
枝
（
ひ
と
み
・
き
ぬ
え
）
が
日
本
人
女
子

選
手
と
し
て
初
め
て
出
場
し
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
四
三
名
の
日
本
人
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
女
子
選
手
は
陸
上

競
技
に
出
場
し
た
人
見
一
人
で
し
た
。
人
見
は
女
子
の
個
人
種
目
す
べ
て
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

女
性
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
珍
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
女
子
選
手
へ
の
偏

見
も
厳
し
い
中
、
人
見
は
海
外
ス
ポ
ー
ツ
事
情
の
紹
介
、
後
進
の
育
成
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
な
ど
を
精
力
的
に
行
い
、
今
日
の
女
性

ス
ポ
ー
ツ
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

展
示
史
料
六　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
八
月
三
〇
日

国
際
女
子
競
技
大
会
で
の
人
見
の
活
躍
を
伝
え
る
電
報

永
井
松
三
（
な
が
い
・
ま
つ
ぞ
う
）
駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
か
ら
幣
原
喜
重
郎

（
し
で
は
ら
・
き
じ
ゅ
う
ろ
う
）
外
務
大
臣
宛
の
電
報
で
す
。
一
九
二
四
（
大
正

岡崎勝男
1897年～ 1965年
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一
三
）
年
に
イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
女
子
競
技
大
会
で
の
人
見
の
活

躍
を
伝
え
て
い
ま
す
。
人
見
は
「
競
技
場
裡
ノ
寵
児
」
と
な
り
多
く
の
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
「
飾
ラ
ズ
乱
レ
ザ
ル
態
度
」
が
日
本
人
選
手
の
評
価
を

高
め
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
電
報
の
発
信
者
で
あ
る
永
井
は
一
九
三 

九
（
昭
和
一
四
）
年
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム　

嘉
納
治
五
郎　
～
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
～

嘉
納
治
五
郎
は
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業

後
、
学
習
院
教
授
等
を
経
て
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
、
東
京
高
等
師
範
学

校
（
現
在
の
筑
波
大
学
）
校
長
に
就
任
し
、
日
本
の
学
校
教
育
の
充
実
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
（
三
期
二
三
年
半
在
任
）。

ま
た
、
柔
道
の
創
始
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
嘉
納
は
、
柔
道
を
通
し
て
、
事
実

を
観
察
す
る
科
学
的
な
態
度
、
正
義
感
、
公
正
さ
や
謙
虚
さ
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、
修
行
で
得
た
こ
と

を
社
会
生
活
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
を
説
き
ま
し

た
。
こ
の
「
精
力
善
用
・

自
他
共
栄
」
の
理
念
を
胸

に
、
嘉
納
は
自
ら
世
界
各

国
を
飛
び
回
り
、
柔
道
の

実
践
と
理
念
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
他
者
に
誠
実
に
尽
く
し
て
こ
そ
、
自
身
も
自
国
も
繁
栄
す
る

と
い
う
信
念
か
ら
、
多
く
の
中
国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
近
代
中
国
の
教
育
の

基
盤
と
な
る
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
嘉
納
の
理
念
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人
格
を
形
成
し
、
相
互
に

交
流
を
行
う
こ
と
で
親
善
を
深
め
、
世
界
平
和
を
構
築
す
る
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
精
神
と
も
合
致
し
た
た
め
、
嘉
納
は
日
本
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
普
及
に
尽

力
し
ま
し
た
。
嘉
納
は
、
欧
米
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
た
ち
か
ら
も
尊
敬
を
集
め
、「
青

年
の
真
の
教
育
者
」「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
の
総
合
的
人
格
者
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
史
料
三　

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
七
月
二
一
日

イ
タ
リ
ア
か
ら
の
柔
道
教
師
招
聘
希
望
に
対
す
る
嘉
納
治
五
郎
の
書
簡

一
九
一
〇
年
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
柔
道
教
師
招
聘
の
希
望
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、

外
務
省
は
嘉
納
治
五
郎
に
候
補
者
の
推
薦
を
依
頼
し
ま
し
た
。
本
史
料
は
そ
れ
に

対
し
て
、
嘉
納
が
外
務
省
通
商
局
長
宛
に
送
っ
た
書
簡
で
、
二
名
の
候
補
者
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
は
調
整
が
つ
か
ず
、招
聘
は
見
送
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
に
嘉
納
が
イ
タ
リ
ア
で
柔
道
の
実
演
と
講
演
を
行
う
と
、
イ
タ
リ
ア
で

は
柔
道
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
イ
タ
リ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
育
協

会
で
は
、「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」と
い
う
嘉
納
の
教
育
理
念
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー

ツ
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

嘉納治五郎（1860年～1938年）
出典：国立国会図書館HP

「近代日本人の肖像」
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Ⅱ　

幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

§
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
始
ま
っ
た
近
代

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
次
第
に
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
形
を
整
え
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
で
も
、
日
本
人
の
活
躍
や
そ
の
報
道
も
あ
い
ま
っ
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
〇
月
、
東
京
市
議
会
は
皇

紀
二
六
〇
〇
年
に
当
た
る
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
開
催
の
第
一
二
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
の
東
京
招
致
を
満
場
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
（
皇
紀
と
は
、
神
武
天

皇
が
即
位
し
た
と
さ
れ
る
西
暦
紀
元
前
六
六
〇
年
を
元
年
と
し
て
数
え
た
も
の
で

す
）。
翌
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
六
月
に
は
、
永
田
秀
次
郎
（
な
が
た
・
ひ
で

じ
ろ
う
）
東
京
市
長
名
で
斎
藤
実
（
さ
い
と
う
・
ま
こ
と
）
外
務
大
臣
に
書
簡
が

送
ら
れ
、
外
務
省
に
対
し
、
東
京
開
催
へ
の
協
力
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
書

簡
に
は
、
東
京
で
の
開
催
は
皇
紀
二
六
〇
〇
年
の
絶
好
の
記
念
と
な
る
の
み
な
ら

ず
、
国
民
の
体
育
教
育
に
も
有
益
で
あ
り
、
ま
た
外
国
人
の
日
本
へ
の
理
解
と
関

心
を
一
層
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
展
示
史
料
八
）。

展
示
史
料
八　

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
六
月
一
〇
日

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
協
力
依
頼

永
田
秀
次
郎
東
京
市
長
か
ら
斎
藤
実
外
務
大
臣
宛
の
文
書
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
招
致
の
た
め
、
外
務
省
に
協
力
を
依
頼
し
た
も
の
で
す
。

　

§
杉
村
陽
太
郎
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
の
交
渉

東
京
市
か
ら
の
要
請
等
を
受
け
、
外
務
省
は
そ
の
後
、
関
係
方
面
へ
の
協
力
要

請
や
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
た
。
特
に
嘉
納
治
五
郎
の
弟
子
で
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
も

務
め
て
い
た
杉
村
陽
太
郎
（
す
ぎ
む
ら
・
よ
う
た
ろ
う
）
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
は
、

イ
タ
リ
ア
首
相
で
あ
っ
た
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
働
き
か
け
て
、
有
力
な
開
催
候
補
地

で
あ
っ
た
ロ
ー
マ
を
辞
退
さ
せ
、
逆
に
東
京
へ
の
支
持
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
に
向
け

て
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
（
展
示
史
料

九
）。
こ
う
し
た
諸
方
面

の
努
力
が
実
を
結
び
、
一 

九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年

七
月
三
一
日
、
ベ
ル
リ
ン

で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総

会
に
お
い
て
対
立
候
補
で
あ
っ
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
を
破
り
、
第
一
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
東
京
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
九　

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
二
月
八
日

杉
村
大
使
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
首
相
の
会
見
に
関
す
る
報
告

杉
村
陽
太
郎
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
か
ら
広
田
弘
毅
（
ひ
ろ
た
・
こ
う
き
）
外
務
大

臣
宛
の
電
報
で
す
。

杉村陽太郎（1884年～1939年）
出典：国立国会図書館
「近代日本人の肖像」
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§
戦
争
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上

開
催
決
定
後
、
国
内
で
は
大
会
組
織
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
準
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
勃
発
以

降
、
日
本
に
対
す
る
国
際
的
な
批
判
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
東
京
で
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
反
対
す
る
動
き
が
各
国
で
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
に
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
バ
イ
エ
＝
ラ
ト
ゥ
ー

ル
が
来
栖
三
郎
（
く
る
す
・
さ
ぶ
ろ
う
）
駐
ベ
ル
ギ
ー
大
使
を
訪
問
し
、
中
国
と

戦
争
中
の
日
本
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
に
反
対
の
意
見
が
多
く
、
ボ

イ
コ
ッ
ト
国
が
多
数
出
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
日
本
の
面
目
の
た
め
に
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
辞
退
す
る
よ
う
に
勧
め
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
〇
）。
ま 

た
、
国
内
か
ら
も
、
現
在
は
物
心
両
面
で
国
の
総
力
を
挙
げ
て
戦
局
に
対
処
す
べ

き
で
あ
る
と
し
て
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
反
対
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
国
内
外
か
ら
の
反
対
を
受
け
て
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
七
月

一
五
日
、
日
本
政
府
は
東
京
で
の
開
催
を
取
り
止
め
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
大
会

組
織
委
員
会
に
通
達
し
、
翌
一
六
日

に
大
会
組
織
委
員
会
は
「
国
策
ニ
順

応
シ
報
国
ノ
誠
ヲ
致
ス
ベ
キ
ヲ
信

ズ
」
と
の
声
明
文
を
発
表
し
て
、
東

京
大
会
開
催
返
上
を
決
定
し
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
、
東
京
に
代
わ
っ
て

ヘ
ル
シ
ン
キ
が
第
一
二
回
大
会
開
催
都
市
と
な
り
ま
し
た
が
、
ソ
連
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
侵
攻
に
よ
り
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
も
中
止
と
な
り
、
さ
ら
に
、
一
九
四
四
（
昭

和
一
九
）
年
の
第
一
三
回
ロ
ン
ド
ン
大
会
も
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

展
示
史
料
一
〇　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
五
日

Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
か
ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
辞
退
の
勧
奨

来
栖
三
郎
駐
ベ
ル
ギ
ー
大
使
か
ら
広
田
弘
毅
外
務
大
臣
宛
の
電
報
で
す
。

展
示
史
料
一
一　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
七
月
一
六
日

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
中
止
す
る
旨
の
声
明
書

東
京
市
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
発
出
し
た
声
明
書
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史

上
初
と
な
る
ア
ジ
ア
で
の
大
会
開
催
の
機
会
を
失
う
こ
と
は
遺
憾
で
は
あ
る
が
、

時
局
に
鑑
み
、「
国
策
ニ
順
応
シ
報
国
ノ
誠
ヲ
致
ス
」
た
め
に
開
催
を
中
止
す
る
。

し
か
し
、
近
い
将
来
平
和
が
回
復
す
る
こ
と
を
信
じ
、
次
の
大
会
を
東
京
に
誘
致

す
べ
く
万
全
の
努
力
を
払
う
と
し
、「
将
来
ノ
支
援
ヲ
懇
請
シ
テ
止
マ
サ
ル
ナ
リ
」

と
文
書
を
結
ん
で
い
ま
す
。

コ
ラ
ム　

平
沢
和
重　
～
嘉
納
治
五
郎
を
看
取
っ
た
外
交
官
～

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
を
訴
え
る
た
め
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に

カ
イ
ロ
で
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に
出
席
し
た
嘉
納
治
五
郎
は
、
帰
国
途
中
の
船

幻の1940年東京オリンピック
公認マーク
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内
で
死
去
し
ま
し
た
。
同
じ
船
に
乗
り
合
わ
せ
、
嘉
納
の
最
期
を
看
取
っ
た
と
さ

れ
る
の
が
、
外
交
官
の
平
沢
和
重
（
ひ
ら
さ
わ
・
か
ず
し
げ
）
で
し
た
。
平
沢
は

戦
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
解
説
委
員
に
転
身
し
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総

会
で
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
立
候
補
趣
意
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
趣
意
説
明
の
中
で
、
平
沢
は
、
日
本
の
小
学
六
年
生
の
教
科
書
に

『
五
輪
の
旗
』と
い
う
エ
ッ
セ
イ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、日
本
で
は
、

小
学
校
の
時
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
学
習
し
、
深
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
平
沢
の
簡
潔

で
わ
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
た
ち
の
心
を
動
か
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

後
に
、
平
沢
は
、
東
京
招
致
の
基
礎
固
め
は
戦
前
の
嘉
納
ら
の
働
き
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
幻
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
彼
ら
の
思
い
は
受
け
継
が
れ
、

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

展
示
史
料
一
二　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
六
月
九
日

平
沢
和
重
か
ら
須
磨
弥
吉
郎
宛
書
簡

一
九
三
八
年
に
駐
米
大
使
館
勤
務
を
終
え
、
米
国
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た
平
沢

が
、
米
国
勤
務
時
代
の
上
司
の
須
磨
弥
吉
郎
（
す
ま
・
や
き
ち
ろ
う
）
に
宛
て
た

書
簡
で
す
。
書
簡
に
は
、
米
国
内
で
悪
化
す
る
対
日
感
情
へ
の
対
応
策
や
在
米
の

大
使
館
・
各
領
事
館
間
で
の
連
絡
制
度
設
立
等
を
外
務
省
情
報
部
に
対
し
提
言
し

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
に
転
身
す
る
平
沢
が

外
務
省
で
も
情
報
の
収
集
・
発
信
に
関
す
る
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
窺

え
ま
す
。

Ⅲ　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
九
六
四

　

§
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
再
開

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
、
戦
争
に
よ
り

一
二
年
間
中
断
し
て
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
の
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
冬
季
大
会
、ロ
ン
ド
ン
夏
季
大
会
か
ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

戦
争
の
影
響
で
日
本
に
対
す
る
負
の
感
情
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
内
で
強
く
、
日
本
の
参
加
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ほ
ぼ
同
じ
日
程
で
水
泳

と
陸
上
の
日
本
選
手
権
が
国
内
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

水
泳
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
古
橋
広
之
進
（
ふ
る
は
し
・
ひ
ろ
の
し
ん
）

が
出
し
た
記
録
は
、未
公
認
な
が
ら
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
優
勝
タ
イ
ム
は
も
と
よ
り
、

当
時
の
世
界
記
録
を
二
一
秒
八
も
短
縮
す
る
記
録
で
、
多
く
の
日
本
人
に
勇
気
を

与
え
ま
し
た
。

　

§
国
際
社
会
へ
の
復
帰
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
再
招
致
活
動

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月
、
日
本
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に

平沢和重
（1909年～1977年）
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調
印
し
、
翌
年
四
月
の
同
条
約
発
効
に
よ
り
、
完
全
な
主
権
を
回
復
し
、
国
際
社

会
に
復
帰
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
も
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）

年
二
月
に
オ
ス
ロ
で
開
催
さ
れ
た
冬
季
大
会
か
ら
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
復
帰
と
同
時
期
に
、
東
京
都
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
再
招

致
の
た
め
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
平
和
条
約
発
効
直
後
の
同
年
五
月
に
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
公
式
に
表
明
し
、「
平
和
回
復
の
な
っ
た
文
化
国
家
日
本
の
真

姿
を
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
世
界
に
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
国
際
信
義
と
友
愛
の
確

立
を
め
ざ
し
」、同
年
七
月
、一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
の
第
一
七
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
の
開
催
地
に
正
式
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

た
だ
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
二
回
連
続
し
て
非
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
地
域
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
く
、
一
九
五
五
（
昭

和
三
〇
）
年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
は
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
大
会
の
開
催
地

と
し
て
ロ
ー
マ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

東
京
都
は
た
だ
ち
に
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
の
第
一
八
回
大
会
招
致
を
目

標
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
あ
わ
せ
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
を
東
京
に
招
致
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
大
会
に
あ
わ
せ
て
、
明
治
神
宮
外
苑
に
国
立

競
技
場
を
建
設
す
る
な
ど
、
整
備
を
進
め
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
東
京
が
国
際
競
技
大

会
を
開
催
す
る
の
に
十
分
な
能
力
が
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
（
展
示
史

料
一
四
）。

ま
た
、
そ
の
後
も
各
国
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
開
催
地
と
し
て
東
京
を
選
ん
で
も
ら

う
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
五
）。
特
に
、
米
国
の
デ
ト

ロ
イ
ト
市
が
開
催
地
へ
の
立
候
補
を
表
明
す
る
と
、
中
南
米
の
票
が
重
大
な
鍵
を

握
る
と
み
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
委
員
会
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
在
住
の
日
系

二
世
の
フ
レ
ッ
ド
・
イ
サ
ム
・
ワ
ダ
（
和
田
勇
）
を
招
致
使
節
と
し
て
派
遣
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ワ
ダ
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
の
全
米
水
泳
選
手
権

に
日
本
選
手
が
派
遣
さ
れ
た
際
に
自
宅
に
選
手
を
宿
泊
さ
せ
て
以
来
、
私
財
を
投

じ
て
日
本
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
人
物
で
、
こ
の
時
も
中
南
米
九
か
国
を
歴

訪
し
て
東
京
招
致
を
訴
え
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
七
）。

こ
う
し
て
臨
ん
だ
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、
五
六
票
中

三
四
票
を
獲
得
し
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
大
会
の
開
催
都
市
は
東
京
に
決

定
し
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
八
）。

展
示
史
料
一
三　

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
一
月
二
三
日

第
一
七
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
東
京
招
致
に
つ
き
協
力
依
頼

東
京
都
が
外
務
省
に
対
し
、
ア
ジ
ア
各
都
市
で
の
ア
ピ
ー
ル
を
依
頼
し
た
文
書

で
す
。

展
示
史
料
一
四　

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
五
月

第
三
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
関
す
る
資
料
（
競
技
場
地
図
、
参
加
国
国
旗
等
）

展
示
史
料
一
五　

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
七
月

第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
東
京
招
致
に
関
す
る
協
力
依
頼
に
つ
い
て
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岸
信
介
（
き
し
・
の
ぶ
す
け
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
委
員
会
会
長
等
か
ら

藤
山
愛
一
郎
（
ふ
じ
や
ま
・
あ
い
い
ち
ろ
う
）
外
務
大
臣
宛
の
文
書
で
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
対
す
る
日
本
の
熱
意
と
準
備
を
各
国
に
強
く
示
し
、
日
本
に
対

す
る
理
解
と
好
意
を
一
層
高
め
る
た
め
に
、
在
外
公
館
職
員
に
対
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委

員
等
と
の
個
人
的
友
好
関
係
の
維
持
強
化
、
招
致
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
、
準

備
委
員
会
か
ら
各
国
へ
派
遣
す
る
代
表
者
に
協
力
す
る
こ
と
等
が
依
頼
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
岸
は
当
時
の
総
理
大
臣
で
す
。

展
示
史
料
一
六　

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
一
一
月
一
日
作
成

第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
希
望
都
市
に
対
す
る
質
問
書
へ
の
回
答

書
（
案
）

立
候
補
都
市
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
定
め
る
一
四
項
目
の
質
問
事
項
へ
の
回
答
書
の
提

出
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
史
料
は
東
京
都
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
提
出
し
た
回
答
書
の
案

及
び
附
属
史
料
で
す
。
競
技
種
目
や
日
程
、
運
営
組
織
、
競
技
施
設
、
財
政
、
宿

泊
体
制
、
都
市
の
人
口
、
気
候
、
重
要
国
際
行
事
の
開
催
経
験
有
無
等
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
大
会
か
ら
正
式
種
目
と
な
っ
た
柔
道
は
、本
案
で
は
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
種
目
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
回
答
書
の
提
出
期
限
は
一
二

月
一
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
東
京
都
は
事
故
に
よ
る
未
着
・
遅
延
の
可
能
性
を

考
慮
し
て
、
東
京
都
か
ら
の
発
送
と
は
別
に
外
務
省
か
ら
も
Ｉ
Ｏ
Ｃ
本
部
（
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
）
に
発
送
す
る
こ
と
を
希
望
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
一
七　

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
四
月
一
八
日

イ
サ
ム
・
ワ
ダ
（
和
田
勇
）
に
よ
る
招
致
活
動
に
つ
い
て
の
報
告

駐
チ
リ
大
使
か
ら
藤
山
愛
一
郎
（
ふ
じ
や
ま
・
あ
い
い
ち
ろ
う
）
外
務
大
臣
宛

の
電
報
で
、
チ
リ
で
の
招
致
活
動
の
様
子
を
報
告
し
た
も
の
で
す
。

展
示
史
料
一
八　

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
五
月
二
七
日

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
催
決
定
に
関
す
る
感
謝
電
報

本
史
料
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
招
致
に
大
き
く
関
わ
り
、
開
催
決
定
後
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
事
務
総
長
を
務
め
た
田
畑
政
治
（
た
ば
た
・
ま
さ
じ
）

が
藤
山
外
務
大
臣
宛
に
送
っ
た
謝
意
電
報
で
す
。
藤
山
大
臣
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
中
南
米
票
の
確
保
の
た
め
に
尽
力
し
た
ワ
ダ
氏
に
感
謝
電
報
を
送
る
こ
と
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。

＊�

田
畑
政
治
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
と
し
た
二
〇
一
九
年
大
河
ド
ラ
マ「
い

だ
て
ん
」
の
主
人
公
の
一
人
で
す
。

　

§
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
九
六
四
の
開
催

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し

ま
し
た
。
史
上
初
の
ア
ジ
ア
で
の
開
催
で
し
た
。

大
会
開
催
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た
聖
火
リ
レ
ー
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ャ
で
採

火
さ
れ
た
聖
火
は
、
ア
ジ
ア
の
一
一
の
都
市
を
経
由
し
、
九
月
七
日
に
沖
縄
に
到

着
し
ま
し
た
。
当
時
、
沖
縄
は
米
国
の
施
政
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
一
員

と
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
多
く
の
沖
縄
の
人
々

が
願
い
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
を
沖
縄
へ
」
と
い
う
希
望
が
沖
縄
か
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ら
日
本
体
育
協
会
へ
と
繰
り
返
し
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
日
本
の
最
初
の
着

陸
地
」
を
沖
縄
と
す
る
こ
と
が
、
聖
火
リ
レ
ー
特
別
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
聖
火
は
日
本
各
地
の
都
市
を
巡
り
、
一
〇
月
一
〇
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
会
式
で
国
立
競
技
場
の
聖
火
台
に
灯
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
九
三
か
国

五
一
五
二
名
の
選
手
が
参
加
し
、
一
五
日
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
東
京
大
会
で
は
、
柔
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
正
式
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

同
競
技
の
ほ
か
、
男
子
体
操
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
で
日
本
選
手
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
獲
得
数
は
、
金
一 

六
・
銀
五
・
銅
八
の
計
二
九
個
で
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
に
次
い
で
日
本
は
第
三
位

と
な
り
ま
し
た
。

展
示
史
料
一
九　

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
空
輸
機
の
着
陸
都
市
図
表

展
示
史
料
二
〇　

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会　

開
閉
会
式
実
施
要
項

本
史
料
に
は
、
開
閉
会
式
の
式
次
第
、
実
施
要
領
、
運
営
組
織
図
、
係
員
の
任

務
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
会
式
の
選
手
団
入
場
行
進
は
、
歩
度
一
二
〇
、

歩
幅
七
五
㎝
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
聖
火
入
場
と
聖
火
台
へ
の
点
火
の
際
に

は
、場
内
に
香
を
た
だ
よ
わ
せ
る
演
出
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

§
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
の
一
一
月
八
日
か
ら
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
は
、
脊
髄
損
傷
等
に
よ
る

下
半
身
麻
痺
者
と
い
う
意
味
の
パ
ラ
プ
レ
ジ
ア
（Paraplegia

）
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（O

lym
pic

）
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
が
、
こ
の
大
会
か
ら
広
く
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
現
在
は
、「
も
う
ひ
と
つ
の
（Parallel

）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
）。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
身
と
な
っ
た
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
負
傷
し
た
軍
人
た
ち
の
精
神
的
・
肉
体
的
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
競
技
会
で
し
た
。

日
本
で
も
、
整
形
外
科
医
の
中
村
裕
（
な
か
む
ら
・
ゆ
た
か
）
が
、
イ
ギ
リ
ス

の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
の
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
の
元
で
、
リ
ハ
ビ
リ
に
ス

ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
る
方
法
を
学
び
、
帰
国
後
に
身
体
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
社
会
的
自
立
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
脊
髄
損
傷
に
よ
る
車
椅
子
使
用
者
を
対
象
と
し
た

第
一
部
と
国
内
の
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
等
を
含
む
）

で
あ
る
第
二
部
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
に
は
、
二
一
か
国
か
ら
三
七
八
名
の
選
手
（
う
ち
日
本
選
手
五
三
名
）

が
参
加
し
、
日
本
は
卓
球
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

日
本
の
メ
ダ
ル
数
は
、
金
一
、
銀
五
、
銅
四
の
計
一
〇
個
で
、
一
三
番
目
で
し
た
。

ま
た
、
第
二
部
は
、
沖
縄
代
表
も
含
め
た
四
八
一
名
の
選
手
と
特
別
参
加
の
西
ド

イ
ツ
選
手
六
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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外
国
人
選
手
が
明
る
く
生
き
生
き
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
姿
は
、
障
害
者
福
祉

の
重
要
性
を
広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の
必
要
性
を

認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

展
示
史
料
二
一　

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
一
月

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
六
四
）
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
広
報
資
料

む
す
び
に
か
え
て

こ
こ
ま
で
、
一
九
世
紀
末
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
復
興
さ
れ
て
か
ら
、
一
九
六
四

（
昭
和
三
九
）
年
に
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

ま
で
の
日
本
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
わ
り
を
見
て
き
ま
し
た
。

近
代
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
人

格
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
国
際
交
流
に
よ
る
世
界
平
和
の
実
現
と
い
う
ク
ー

ベ
ル
タ
ン
の
夢
か
ら
始
ま
り
、そ
の
理
想
に
共
鳴
し
た
世
界
各
国
の
人
々
に
よ
り
、

次
第
に
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
嘉
納
治
五
郎
を
中
心
と
し

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
念
の
普
及
が
な
さ
れ
、
そ
れ
は
ま
た
、
東
京
大
会
招
致
活

動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

彼
ら
が
一
度
は
手
に
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
夢
は
戦
争
に
よ
り
中
止

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
思
い
は
途
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、

戦
後
、
日
本
が
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
と
同
時
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
再
招
致

活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
平
和
を
回
復
し
た
日
本
の
姿
を
国
内
外
に

示
す
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
実
現
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
通
し
て
、
戦
争
で
傷
つ
い
た
多
く
の
人
々
が
勇
気
や
希
望
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
念
の
根
幹
に
は
平
和
の
思
想
が
あ
り
ま
す
。
今
夏
の
東
京

二
〇
二
〇
大
会
で
も
、
国
連
総
会
に
お
い
て
、
大
会
開
催
期
間
中
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
休
戦
決
議
が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
平
和
の
重
要
性
を
世
界
に
呼
び
か
け
る
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
示
を
通
し
、
五
七
年
前
に
人
々
が
熱
狂
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
至
る

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
国
際
交
流
や
平
和
構

築
の
意
義
を
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

主
要
参
考
文
献

〈
図
書
等
〉

岡
崎
勝
男
『
戦
後
二
十
年
の
遍
歴
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）

後
藤
光
将
編
著
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
学
ぶ
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
二
〇
年
）

真
田
久
『
嘉
納
治
五
郎　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
日
本
に
呼
ん
だ
国
際
人
』（
潮
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
）

浜
田
幸
絵
『〈
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
の
誕
生　

一
九
四
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
へ
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）

石
出
法
太
ほ
か
著
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
Ｑ
＆
Ａ
』（
大
月
書
店
、

二
〇
一
六
年
）

舛
本
直
文
監
修
『
写
真
で
見
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
百
科
』
二
（
ポ
プ
ラ
社
、二
〇
一
三
年
）
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生
誕
一
五
〇
周
年
記
念
出
版
委
員
会
編
『
気
概
と
行
動
の
教
育
者　

嘉
納
治
五
郎
』（
筑

波
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）

東
京
都
（
東
京
都
公
文
書
館
）
編
『
都
史
資
料
集
成
Ⅱ
』
第
七
巻
（
東
京
都
〔
東
京
都

公
文
書
館
〕、
二
〇
一
八
年
）

昭
和
館
学
芸
部
編
『
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
～
大
会
を
支
え
た
人
々

～
』（
昭
和
館
、
二
〇
一
九
年
）

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://olym
pics.com

/tokyo-2020/ja/

）

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.joc.or.jp/

）

日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.jsad.or.jp/paralym

pic/jpc/
）

筑
波
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
嘉
納
治
五
郎
」

（https://w
w

w
.tsukuba.ac.jp/about/outline-identity/kano/

）

国
立
国
会
図
書
館
電
子
展
示
会
「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」

（https://w
w

w
.ndl.go.jp/portrait/

）

内
閣
府
「
男
女
共
同
参
画
白
書　

平
成
三
〇
年
版
」
特
集　

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
と
男
女
の
健
康
支
援

（https://w
w

w
.gender.go.jp/about_danjo/w

hitepaper/h30/zentai/htm
l/

honpen/b

一_s00_00.htm
l

）

沖
縄
県
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

過
去
の
展
示
会
「
一
九
六
四
年 

沖
縄
を
か
け
ぬ
け

た
聖
火
リ
レ
ー
」

(https://w
w

w
.archives.pref.okinaw

a.jp/event_inform
ation/past_

exhibitions/929

）

〈
外
務
省
記
録
〉
※
展
示
順

5.1.5.18	�
「

希
臘
国
雅
典
府
ニ
於
テ
開
会
ノ
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
競
技
会
ヘ
本

邦
武
器
出
品
一
件
」

2.9.1.26	

「
万
国
体
育
会
議
雑
件
」

3.10.2.27	

「
学
術
教
育
関
係
雑
件
」
第
一
巻

I.1.12.0.9	

「
国
際
「
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
」
競
技
大
会
一
件
」
第
一
巻

3.11.5.9	

「
運
動
及
体
育
関
係
雑
件
」
第
二
巻

I.1.12.0.9-1	�
「

国
際
「
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
」
競
技
大
会
一
件　

本
邦
大
会
関
係
」
第

二
巻
、
第
五
巻

I ,.1.10.0.4-5	�
「

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
関
係　

第
一
七
回
ロ
ー
マ
大
会

（
一
九
六
〇
）」
第
一
巻
（M

F N
O

.I ,-0118

）

I ,.1.10.0.5-1	

「
ア
ジ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
関
係　

第
三
回
東
京
大
会
関
係

	

（
昭
三
三
、
五
）」（M

F N
O

.I ,-0122

）

I ,.1.10.0.4-6-1	

「
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
関
係　

第
一
八
回
東
京
大
会（
一
九
六
四
）

	

招
致
決
定
関
係
」
第
一
巻
、
第
二
巻
（M

F N
O

. I ,-0119

）

I ,.1.10.0.4-6-16	

「
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
関
係　

第
一
八
回
東
京
大
会（
一
九
六
四
）

	

参
考
資
料
」（M

F N
O

. I ,-0122

）

I ,.1.10.0.4-6-4-2	

「
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
関
係　

第
一
八
回
東
京
大
会（
一
九
六
四
）

	

組
織
委
員
会　

参
考
資
料
」
第
三
巻
（M

F N
O

.I ,-0120

）

I ,.1.10.0.4-6-11	

「
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
関
係　

第
一
八
回
東
京
大
会（
一
九
六
四
）

	

聖
火
リ
レ
ー
関
係
」（M

F N
O

.I ,-0121

）

I ,.1.10.0.4-6	

「
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
関
係　

第
一
八
回
東
京
大
会（
一
九
六
四
）」

	

第
四
巻
（M

F N
O

.I ,-0119

）

I ,.1.10.0.1	

「
体
育
並
び
に
運
動
競
技
関
係
」
第
一
巻
（M

F N
O

.I ,-0114

）
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展
示
史
料
三

イ
タ
リ
ア
か
ら
の
柔
道
教
師
招
聘
希
望
に
対
す
る
嘉
納
治
五
郎
の
書
簡

（
画
像
は
一
部
抜
粋
）

展
示
史
料
一
六

会
場
計
画
図
（
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
希
望
都
市
に
対
す
る
質

問
書
へ
の
回
答
書
（
案
）
よ
り
）
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展
示
史
料
一
六

航
空
路
線
図
（
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
希
望
都
市
に
対
す
る
質

問
書
へ
の
回
答
書
（
案
）
よ
り
）

展
示
史
料
二
一

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
六
四
）
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
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出来事

1892 明治25 クーベルタンがソルボンヌ大学での講演でオリンピック復興の構想を表明

1894 明治27
パリで開催されたスポーツ競技者連合の会議でオリンピックの復興と国際オリン
ピック委員会（IOC）設立が決定

アテネで第1回オリンピックが開催される

各国武器の展覧会を開催するため、駐英ギリシャ公使が加藤高明在英公使を通
じ、帝国陸軍に銃器の出品を依頼。村田連発銃1挺と擬製実包30発を陸軍から送付

1909 明治42
駐日フランス大使を通じ、嘉納治五郎に対し、クーベルタンからのIOC委員推薦の
知らせが届く。嘉納治五郎が日本人初（アジア人としても初）のIOC委員に就任

1912 明治45 第5回ストックホルム大会開催。日本人2名が初めて参加

1913 大正2 第1回極東選手権競技大会（東洋オリンピック）開催（於：マニラ）

1920 大正9
第7回アントワープ大会開催。日本人初のメダル獲得（テニス男子シングルス、ダ
ブルス）

1924 大正13 第8回パリ大会開催。外交官の岡崎勝男が出場

1926 大正15 国際女子競技大会において人見絹枝が活躍

第9回アムステルダム大会開催

日本人初の金メダル獲得（男子三段跳びの織田幹雄、200ｍ平泳ぎの鶴田義行）
日本人初の女子選手人見絹枝が銀メダル獲得（800ｍ走）

1931 昭和6 満州事変

1932 昭和7 東京市、第12回オリンピック大会開催候補地に立候補

第10回ロサンゼルス大会開催。西竹一（バロン西）の活躍（馬術）

1934 昭和9 満州国問題により、極東オリンピック協会解消

1935 昭和10
杉村陽太郎駐イタリア大使がムッソリーニ首相と会見。オリンピック東京開催の支
持をとりつける

1936 昭和11 IOC総会において第12回オリンピック大会の東京開催が決定

第11回ベルリン大会開催
日本人女子選手として前畑秀子が初の金メダル獲得（女子200ｍ平泳ぎ）

1937 昭和12 日中戦争（～1945年）

1938 昭和13 東京オリンピック開催中止

1941 昭和16 太平洋戦争（～1945年）

1945 昭和20 ポツダム宣言受諾。降伏文書調印

1951 昭和26 サンフランシスコ講和条約調印（1952年4月発効）

1952 昭和27 東京都議会、第17回オリンピック大会東京招致を決議

東京都、第17回オリンピック大会開催の正式招請状をIOC本部に手交

1955 昭和30 IOC総会において第17回オリンピック大会のローマ開催が決定

1956 昭和31
第16回メルボルン大会開催。期間中に開催されたIOC総会で1958年のIOC総会
東京招致に成功

1958 昭和33 第3回アジア競技大会開催。期間中にIOC総会開催。東京招致をアピール

第18回オリンピック大会開催候補地に正式立候補

1959 昭和34 IOC総会において、第18回オリンピック大会の東京開催が決定

1964 昭和39 聖火リレー沖縄からスタート（9月7日）

東京オリンピック開催（10月10日～10月24日）

東京パラリンピック開催（11月8日～14日）

年

1896 明治29

1928 昭和3

特別展示「外交史料にみるオリンピック」関連年表

※本展示で関連史料を展示している出来事に色をつけています。


